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（1）対象地域 

特になし 

 

（2）重要な図表 

 土壌中の放射性核種の濃度分布は、一般に深度方向に対数的に減少することが知られている。これは

平均的な核種を扱う移流拡散モデルでは再現できない。しかし、いくつかコンポーネントを分けて組み

合わせることで再現が可能である。 
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一方で集水域からの流出水中の濃度については、その時間変化は河川ごとに大きな違いはなく、1 つの

単純なパラメータで表現することも可能である。 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

 

（2）流出挙動・経路 

 環境中で放射性物質は、物理的・化学的・生物的に異なる多様なキャリアによって運ばれ、それが挙

動を決定している。しかしながら放射性物質の挙動をモデル化する場合は、単純化のために平均的な

パラメータで表現されることが多い。これがどの程度の限界を持つのか、また多媒体の関与を明示的

に表現したモデルでは改善されるのかについて、土壌中濃度と流出水中濃度について検証している。 

 結果として、土壌中濃度については平均的なモデルでは再現できなかった。しかしながらそれらを組

み合わせることで再現できることが明らかになった。一方で流出水中濃度については、単一のシンプ

ルなパラメータで複数の河川の状況を再現できることが分かった。このことから、流水により規定さ

れる放射性物質の分散の仕方は様々なキャリアによって共通であり、支配的であることが分かる。 

 

（3）除染の際の留意点 

 

（4）担当者のコメント 

 本文献は放射性物質の挙動をモデル化する際に重要な示唆を与えてくれる。すなわち、粒径や物性な

ど様々なキャリアの形態・性状等により放射性物質の運搬の仕方は異なるが、流水中においては支配

的な要因でないこと、一方で土壌中濃度を推定する場合にはいくつかのコンポーネントに分けて考え

る必要があることなどである。 

 


